
組合員とつくる「JAさいかつ 彦成マルシェ」
来店者の多い年金受給日に合わせ、地元農産物の魅力をより多くの人に知ってもらおうと開催。
新鮮な野菜や果物が並ぶほか、女性部が炊き上げる赤飯は「一度食べたら忘れられない」と毎回行列ができる人気ぶりです。
JA・組合員・地域が一体となり、地域に根差した温かな交流の場として親しまれています。
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組合員とつくる「彦成マルシェ」は、来店者が多い年

金受給日（８月を除く）に合わせ、地元の美味し

い野菜や果物をより多くの方に知っていただきたいと

の思いからスタートし、今年で５年目を迎えます。日

ごろ直売所まで足を運ぶ機会の少ない年金受給者

の皆さまにも、新鮮で旬の地元野菜を気軽に楽しん

でいただきたい――。そんな思いを込め、年金受給

日に合わせて開催しています。窓口の混雑緩和も

目的のひとつとしており、買い物や交流を通じて

地域の魅力を感じられる場として、多くの来店

者に親しまれています。

年金受給日に賑わい創出 彦成マルシェ開催

育てて、炊いて、届ける 一度食べたら忘れられないおいしさ

埼玉県三郷市彦倉1-208-1
048-952-5111

2026年度 彦成マルシェ開催日
１０月１５日、１２月１５日、２月１５日

ＪＡさいかつ三郷女性部彦成支部では、島根至

代支部長の発案のもと、「彦成マルシェ」で、赤飯の

炊き出し販売を行っています。毎回約１５人の支

部メンバーが協力し、もち米９０キロを炊き上げま

す。使用するもち米やササゲはすべて地域で生産さ

れたもので、ササゲは支部メンバーが各家庭で栽培

したものを使用。「自分たちの手で育てたものを地域

の人に食べてもらいたい」という思いが込められていま

す。ササゲを煮た際の煮汁で炊き上げる赤飯は、も

ち米１００％ならではのもちもちとした食感と鮮や

かな色合い、豊かな風味が特徴です。炊き上がりを

待つ行列ができるほどの人気で、用意した７３０

パックは毎回完売。手間ひまを惜しまない女性部の

赤飯は来場者から高い評価を受け、「一度食

べたら忘れられないおいしさ」と評判です。

「彦成マルシェ」で生まれる交流が、支店と地

域、そして組合員を結ぶ架け橋として、地域の

輪を広げています。

「『彦成マルシェ』は、いつも彦成支店を

ご利用いただいている皆さまへの感謝の

気持ちを込めて企画しました。地域の皆

さまに地元で採れた新鮮な野菜や果物

のおいしさを知っていただくとともに、気軽

に立ち寄り、交流を楽しんでいただける

場になればと思っています。これからもＪ

Ａらしい取り組みを通じて、地域とのつな

がりを大切にしながら、地元に笑顔を届

けていきたいです。
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